
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

明日から夏休み！ 

今日で前期前半が無事終了しました。様々なところで児童一人ひとりの頑張りを見るこ

とができ、成長を感じることができました。これも一重に、保護者の皆様方をはじめ地域

の方々のお力添えがあってのことと、心より感謝申しあげます。本当にありがとうござい

ました。子どもたちは、日々の学習や友だちとの関わり、学校行事等を通じて様々なこと

に挑戦し、「できる喜び」「わかる楽しさ」を実感しながら成長を続けています。 

さて、明日から夏休みに入ります。長い休みですので、生活のリズムをくずさないよ

う、まずは規則正しい生活（早寝、早起き、朝ご飯）を心がけ、夏休みにしかできない挑

戦をしてほしいと願っています。また、夏休みには、開放的な気持ちが強くなります。思

わぬ怪我や事故に巻き込まれる可能性も高くなります。子どもたちが夏の行事を楽しみ、

地域社会の一員として安全に生活できますよう温かく、ときには厳しく見守りをよろしく

お願いいたします。「夏休みの過ごし方」については、学級や分団児童会などで指導して

いますが、ご家庭でも話し合う機会を持ってください。 

なお、夏季休業中の学校の対応は以下の通りとなっておりますので、ご確認ください。 
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児童数 ４６８名 

〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子   ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

 ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子 ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗東市立治田西小学校 学校だより 

○学校閉庁日    ８月１０日（月）～８月１６日（日） 

○電話受付時間帯  ７月２１日（火）～８月３１日（月） 

午前８時２０分～午後４時５０分 

※学校閉庁日以外の平日（５５３－２０１７） 

○緊急時の連絡先  栗東市役所代表（５５３－１２３４） 

○緊急時 

な がくてみじかい 40 日間 安全第一自分の命を大切にする夏休み 
 
つ よくて丈夫な体づくり 健康に気をつけて過ごす 夏休み 
 
や ってみよう！いろいろなことに挑戦する夏休み 
 
す ずしい朝に読書や学習 学びの多い夏休み 
 
み らいにつなぐ 心の栄養いっぱいの夏休み 

見守りありがとうございます！ 
 
 
 
 
 
 
日頃より子どもたちの安全な
登下校を温かく見守っていただ
き、心より感謝申しあげます。 
毎朝の交差点での誘導や、通
学路に立ってくださる皆様のおか
げで、子どもたちは安心して元気
に学校生活を送ることができて
おります。一般的に「学校」に責
任があると思われているのです
が、基本的に「登下校の安全確
保の責任は『保護者』にありま
す。（学校保健安全法２７条３０条
が根拠）今後とも、ご家庭・学校・
地域が一体となり、大切な子ども
たちの命を守るため、引き続き、
よろしくお願いいたします。 

一般的に「学校」に責

任  写真と思われて

いるのですが、基本的

に「登下校の安全確保

の責任は『保護者』に

あります。（学校保健

安全法 27 条 30 条が根

拠）」 この部分が共通

理解されず、「学校」

に責任があると考える

保護者と「保護者」に

責任があると考える学

校が連携しようとする

とすれ違う部分が出て

きます。 下校の見守

りを例に挙げます。学

校も地域もできる限り

の協力をします。た

だ、それだけで埋まら

ない部分については、

保護者の方で対応して



 
栗東西中学校区子育て Nextプロジェクト 
今年度もすべての人に「ありがとう」の取組みを栗東

西中学校区子育て Next プロジェクトとして取り組んで

います。「ありがとう」という５文字は、不思議な働きが

あります。「ありがとう」は、伝える側も伝えられた側も

嬉しい気持ちになり、互いに様々なメリットを得られる

大きなパワーをもつ言葉です。学校、家庭、地域で、た

くさんの「ありがとう」が広がってい

くように引き続き取り組んでいきま

す。 

 
 

自分を守るために 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

４年防犯教室 

草津警察署や少年センターの方から防

犯について学びました。「こんなとき、自分

ならどうする？」と、身近な場面が犯罪につ

ながってしまうことについて考えました。 

安全マップづくり ５年スマホ SNS教室 

分団児童会で安全マップを作成しまし

た。防犯・交通安全上・防災上の危険箇所

や子ども 110 番の場所にシールを貼り、

確認しました。 

草津警察署の方から、SNS によるいじ

めや個人情報の公開・性的な被害のトラ

ブルについて学びました。将来にまで残る

傷となるリスクもあることを学びました。 

治田西小学校協議会 令和８年度テーマ 

『学校・家庭・地域でつながり合い、関係を増やしていこう』 
～子のよさをじっくり観て、そのよさを伸ばそう～ 

 ７月１日（水）に治田西小学校学校協議会を開催しました。この学校協議会は、学校運営に地域住
民・保護者の意向を反映させ、学校運営への支援をしていくことを目的として、平成２４年度より栗東市
内各校に学校協議会が組織されています。当日は７名の協議員の皆様方にご参加いただき、学校の取
組等を説明した後、上記のテーマを決めていただきました。この１年間、このテーマを意識しながら、子ど
もたちの心身の育成を目指し協議していきます。 
さらに、今年度は、文部科学省が推進する「コミュニティ・スクール」化に向けて、検討していく予定で
す。コミュニティ・スクールとは「学校運営協議会」を設置している学校のことです。「学校協議会」に代

わり、より権限が強い「学校運営協議会」を設置することで、これまで以上に、保護者や地域の皆様のご
意見を学校運営に反映し、ご支援とご協力をいただきながら、「地域と共 
に歩む学校」の実現をめざします。「学校運営協議会」は、校長の学校経 
営方針を承認したり、教育活動に伴う課題に対して意見を述べたりするこ 
とを通じて、様々な学校の課題解決に参画していく協議会です。コミュニテ 
ィ・スクール導入により、子どもたちや教員、保護者、地域の皆様の負担を 
増やさないよう努めます。これまで通り目の前の子どもたちを最優先に、少 
しずつできることから取り組んでまいりたいと考えております。 



 
 

民生・児童委員さんとの懇談会 
７月１日、民生・児童委員さんと教職員の懇談会 

を行いました。学校から１学期の子ども達の様子を 

情報交換したり、分団ごとに分かれて、民生児童委 

員さんと地区担当の教職員が懇談したりしました。 

今後も、民生児童委員さんとの連携を密にして、 

地域と学校が手を取り合いながら、子ども達の成長 

を見守っていきたいと思います。 

 
 

 

 

本校では今年度、読書活動の充実を学校全体で推進していま

す。子ども時代に多くの本に触れることは、語彙や表現力を豊

かにするだけでなく、想像力や感受性を育み、他者の思いに寄

り添う心を育てる上でも、非常に大切なことです。本は、貴重な情報源であるだけでな

く、子どもたちの世界を広げ、心を豊かにします。自分が経験していないことも、本の中

で味わえます。また、これまで興味のなかった分野を面白く感じたり、多様なものの見方

に気付いたりする機会にもなります。本を読みながら、言葉の使い方も学んでいます。 

４年生の国語科「本は友だち」の学習で、おすすめの本を紹介するために、書店にあ

るような「帯」や「POP」を作成しました。作成した「帯」や「POP」を配置し、全校

のみんなに自分のおすすめを紹介しています。すてきなコーナーが

図書室にできました。また、自分の読んだ読書の足跡を残そうと４

月より治田西小学校読書通帳もはじめましたが、すでに通帳４冊目

に入り、１００冊を超えた児童もいます。夏休みにこの取組を家庭

でも支えていただけると嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書のススメ 

寄付していただきました！ 

キノンビクス株式会社様より、ワイヤレスマイク２セット・スピーカーセッ
ト・デジタルカメラ８台を寄贈いただきました。集会や野外活動等におけ
る音声環境の充実、視覚資料の教材の作成や活動記録の充実につな
がります。大事に使わせていただきます。 

更生保護女性会の方から、課題図書の本など９冊の書籍を寄贈いた
だきました。素敵な本がいっぱいです。図書室の新刊コーナーに配架し
ます。大切に読ませていただきます。 



主体的に学び続ける児童の育成をめざして 
子どもに、「できた」「分かった」という喜びや達成感
を味わわせるためには、ねらいをつかませたり予想や計
画を立てさせたりして、見通しをもって学ばせるととも
に、学習を振り返らせて、理解したことやできるようにな
ったことなどを確認させることが必要になります。つまり、
自信をもたせる授業を実践することは、「主体的な学
び」の実現にもつながります。 
また、協同で学ぶ「学び合い」を成立させるためには、
子ども同士や教職員と子どもの対話が不可欠です。そ
れによって、子どもの思考は広がり深まっていきます。つ
まり、コミュニケーション能力をはぐくむ授業を実践する
ことは、「対話的な学び」の実現にも結びつきます。  
本校の校内研究テーマは「主体的に学び続ける児童

の育成をめざして」です。治田西小学校の重点目標で
ある「自分から考えて動く・力を合わせて活動する・考え
を伝え合う」ことができる学習場面の設定について、授
業改善を進めています。引き続き、子どもの主体的に学
ぶ力の育成を目指していきます。 

 

 

理科 ホウセンカの観察 

生活科 アサガオの観察 

総合 JAの方に学ぶ米作り 

国語科 ポップのアドバイス 

英語科 交流タイム 

特別活動 異年齢交流 


